空筆部の距離を中心とした筆順の機能性に関する研究－『筆順指導の手びき』の分析から－ by 菅野 陽太郎 et al.
１．はじめに
　「筆順」については、昭和 22 年小学校学習指導要領













































































































さらに、下村8 では 1 画から 5 画までの 78 字種、倉

















































2 画、3 画、4 画、5 画の字種とした。平成 20 年小学
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字の枠の大きさを、横 X，縦 Y それぞれ 100 とする。
次に、文字の各画に対し、「筆順指導の手びき」10 の筆
順による n 番目の画に対し番号 n を付す。その各画




　図 1 の「九」の例では、（a）筆順 1 であれば（X1e, 
Y1e）と（X2s, Y2s）間のユークリッド距離を、空筆
部の距離とする。「九」は 2 画であることから、（b）
筆順 2 として、（X2e, Y2e）と（X1s, Y1s）間の空筆
















(a) 筆順 1　　　　　　　　　(b) 筆順 2




なわち（50, 0）から 1 画目の始筆までの距離および
最終画の終筆部から（50,100）までの距離の和、例で
いえば（50, 0）から（x1s, y1s）もしくは（x2s, y2s）
までの距離と、（x2e, y2e） もしくは（x1e, y1e）か
ら（50, 100）までの距離の和によって、前後の文字
との関係について検討することとした。横書きの場合
は、（0, 50）から 1 画目の始筆、最終画の終筆部から
（100, 50）までとした。
　例に挙げた「九」のように、2 画の場合は空筆部が
1 で、理論上存在する筆順は 2 通りである。3 画の場
合は空筆部が 2 で、理論上存在する筆順は 6 通り、4
画の場合は空筆部が 3 で、理論上存在する筆順は 24
通り、5 画の場合は空筆部が 4 で、理論上存在する筆
順は 120 通りとなる。したがって空筆部の距離は、3
画の場合では 2 つの空筆部の和を、6 通りの筆順ごと
に求めることとなる。さらに、それぞれに文字単体の
空筆部、縦書きの場合の空筆部、横書きの場合の空筆
部を計算することから、1 字形あたり 18 の距離が得
られる。
４．分析結果 1：2画～ 5画の概要
　分析をおこなったのは、2 画の 10 字種、40 字形、
80 筆順、3 画の 24 字種、96 字形、576 筆順、4 画の
47 字種、188 字形、4512 筆順、5 画の 72 字種、288 字形、

































　表 1 より「最短」の項目について確認する。2 画の
字種においては、2 通りの筆順のうち、手びきの筆順
が最短になる字種は、全体（楷書・行書をあわせた平
均）で 85％である。3 画の字種においては、6 通りの
筆順のうち 45％、4 画の字種においては、24 通りの
筆順のうち 32％、5 画の字種においては、120 通りの
筆順のうち 19％と下がる。
　次に、「順位」について確認すると、手びきの筆順








85% 1.2 44 54 85%
80% 1.2 47 56 88%
90% 1.1 41 52 82%
45% 1.9 68 88 76%
38% 2.1 75 92 82%
52% 1.8 60 83 71%
32% 5.6 102 129 79%
28% 6.1 108 132 82%
37% 5.2 95 126 76%
19% 19.4 128 167 77%
12% 22.2 142 176 80%







（1 距離）について確認する。全体では 2 画で 44、3





対し、2 画で約 82%、3 画で約 77%、4 画で約 79%、5




















































63% 1.4 128 143 95% 80% 1.2 122 158 80%
60% 1.4 131 143 98% 75% 1.3 126 160 82%
65% 1.4 124 143 92% 85% 1.2 118 156 77%
3
53% 1.7 144 182 79% 48% 2.2 147 179 83%
50% 1.8 151 184 82% 44% 2.3 156 183 86%
56% 1.6 137 179 76% 52% 2.1 139 175 80%
4
27% 4.9 173 220 79% 29% 6.2 183 225 82%
22% 5.2 180 221 81% 28% 6.7 190 227 84%
31% 4.6 167 218 77% 30% 5.7 176 223 79%
5
16% 17.2 198 258 77% 20% 19.4 206 261 79%
10% 19.2 212 267 79% 16% 22.6 221 271 82%






























































　2 画の各字種における 2 通りの筆順の距離を、表 5
に示す。「最短」の列が「1」である場合は、手びきの
筆順が最短距離を示すことを表わしている。また、「1









　10 字種 40 字形のうち、手びきの筆順が最短となら
なかった字種は「二」「力」「刀」の 3 字種 6 字形であ



























　すなわち、24 字種中 17 字種（口山子川土工久己山
千弓万己下川士寸）の筆順は、距離という合理性で説








　「上」は、2 ─ 1 ─ 3 の筆順で最短距離となり距離は
64 であるが、手びきの筆順である 1 ─ 2 ─ 3 の筆順に
よる距離は 93 である。「上」に関するこれらの筆順
は、変形の十型のパターンと Z 型のパターンとのせ




の点でも 2 ─ 1 ─ 3 の方が有利な可能性もあると思われ
る。一方、1 ─ 2 ─ 3 は Z 型のパターンの優先とも考え
最短 1-2 2-1
全体 85% 44 54 
楷書 80% 47 56 
行書 90% 41 52 
単体 85% 44 54 
楷書 A社 九 1 36 57 
楷書 B社 九 1 35 65 
行書 A社 九 1 28 59 
行書 B社 九 1 25 59 
楷書 A社 七 1 46 59 
楷書 B社 七 1 46 66 
行書 A社 七 1 48 57 
行書 B社 七 1 34 57 
楷書 A社 十 1 42 44 
楷書 B社 十 1 49 52 
行書 A社 十 1 35 50 
行書 B社 十 1 32 46 
楷書 A社 人 1 43 68 
楷書 B社 人 1 43 73 
行書 A社 人 1 34 59 
行書 B社 人 1 34 65 
楷書 A社 二 0 63 62 
楷書 B社 二 1 65 66 
行書 A社 二 1 49 53 
行書 B社 二 1 59 62 
楷書 A社 入 1 52 53 
楷書 B社 入 1 61 61 
行書 A社 入 1 42 52 
行書 B社 入 1 47 49 
楷書 A社 八 1 53 64 
楷書 B社 八 1 57 69 
行書 A社 八 1 51 65 
行書 B社 八 1 52 58 
楷書 A社 力 0 53 35 
楷書 B社 力 0 62 43 
行書 A社 力 0 50 35 
行書 B社 力 0 54 36 
楷書 A社 刀 1 36 36 
楷書 B社 刀 0 46 45 
行書 A社 刀 1 40 42 
行書 B社 刀 1 37 39 
楷書 A社 丁 1 30 47 
行書 A社 丁 1 32 46 
行書 B社 丁 1 31 53 




4 1 1 1
104 128 81% 174 220 79% 188 224 85%
93 132 71% 173 220 79% 160 232 69%
1 1 1
148 170 87% 221 262 84% 221 260 85%
114 164 69% 182 258 71% 195 262 74%
A B
2 1 1
85% 1.2 43 52 83% 85% 1.2 45 55 81%
80% 1.2 45 53 87% 80% 1.2 49 59 84%
90% 1.1 41 52 79% 90% 1.1 41 52 78%
3 1 1
42% 2 69 87 79% 48% 1.8 67 88 76%
38% 2.1 71 88 81% 38% 2 80 97 82%
46% 2 66 86 77% 58% 1.7 55 80 68%
4 1 1
31% 5.7 100 126 79% 34% 5.6 103 131 79%
28% 6.1 103 126 82% 28% 6.1 113 138 82%
34% 5.2 97 126 77% 40% 5.1 93 125 75%
5 1 1
17% 19.6 125 161 78% 22% 19.3 131 172 76%
10% 22 138 170 81% 14% 22.4 147 182 81%
24% 17.2 113 151 75% 29% 16.1 115 162 71%
─ 37 ─
られる。
　「大」も「上」と同様、2 ─ 1 ─ 3 の筆順で最短距離
となり距離は 56 であるが、手びきの筆順である 1 ─ 2
─ 3 の筆順による距離は 79 である。2 ─ 1 ─ 3 は、最短









　「夕」は、1 ─ 3 ─ 2 の筆順で最短距離 39 であるのに





　「丸」は、1 ─ 3 ─ 2 の筆順が最短距離 56 であるのに
対し、1 ─ 2 ─ 3 の筆順による距離は 87 である。「丸」
の構成要素「九」は、常用漢字 2136 字種中 17 回使用
されていることから、「九」の筆順との一致を優先し
ていることが予想できる。
　「才」は、2 ─ 1 ─ 3 の筆順が最短距離 56 であるのに







　「万」は、1 ─ 3 ─ 2 の筆順が最短距離 67 であるのに
対し、1 ─ 2 ─ 3 の筆順による距離は 70 である。その



















 本研究における概要を改めてグラフ化し、図 8 から 
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